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ま え が き     

 東京都教育委員会では、児童・生徒の健康実態を把握し、健康教育

や学校保健行政の基礎資料となるよう、今年度も区市町村教育委員会

及び全公立学校の御協力により、「東京都の学校保健統計書」を発刊す

ることになりました。

 この「統計書」は、都内の公立学校の児童・生徒の全数調査であり、

その対象者数がおよそ 94 万人に及ぶ貴重な調査として評価していた

だいています。

 近年の社会環境等の急激な変化は児童・生徒の心身や生活習慣に大

きく影響を与え、健康課題は生活習慣病、心の健康問題、アレルギー

疾患等、多様化、深刻化しており、これらの課題への適切な対応が求

められています。

児童・生徒が健康について自ら考え、判断し、行動できる実践力の

育成や生涯にわたる健康の基礎づくりに向けた健康的な生活習慣の確

立のためには、学校・家庭・地域が連携して健康づくりを進めていく

ことが大切です。 

 そのためには、健康診断結果を分析し、現状を様々な角度から比較

検討することが必要です。地域や都のデータと比較したり、過去数年

間の推移を見たりすることなどにより、学校あるいは学級、学年ごと

に課題や問題点を把握し、学校保健委員会等の場を活用して、児童･

生徒の健康づくりに役立つようにすることが重要です。

なお、分析等に当たっては、「統計書」に付属する疾病異常調査等の

集計データを東京都教育委員会ホームページ上に掲載いたしますので、

各地域や学校等で是非御活用ください。

本書の刊行に当たり、御協力いただきました皆様方に深く感謝申し

上げますとともに、児童・生徒の健康教育や健康づくり等の資料とし

て、各方面において本書を広く活用していただき、各学校の保健活動

がより一層推進されることを期待しています。

平成２９年３月

東京都教育庁地域教育支援部長

粉 川 貴 司





目 次  

Ⅰ 調査の概要 ･･･････････････････････････････････････････････   1 

Ⅱ 結果の概要 ･･･････････････････････････････････････････････ 7 

1 受診者数 ･･･････････････････････････････････････････････ 9 

2  肥満傾向について ････････････････････････････････････････ 10 

3 裸眼視力について ････････････････････････････････････････ 12 

4 アレルギー性疾患について ････････････････････････････････ 15 

5 歯科疾患について ････････････････････････････････････････  19 

6 その他の疾病異常等について ･･････････････････････････････  26 

7 主な疾患・異常等の被患率 ････････････････････････････････ 27 





Ⅰ 調査の概要 

Ⅰ 

1





定期健康診断疾病異常調査の概要

1 調査目的 
学校保健安全法による健康診断の結果から、公立学校の児童・生徒・学生

の健康実態を把握する。

2  調査対象 
東京都内の公立学校における平成２８年度定期健康診断を受診した児童・ 

生徒・学生全員

3  調査項目 
学校保健安全法に基づく定期健康診断における検査項目（４ページ及び５

ページ参照）

4  調査期間 
平成２８年４月１日から同年６月３０日までの間に行った健康診断の結果

を、同年９月９日までにまとめて提出する。

5  調査方法 
区市町村立学校については、区市町村教育委員会に所管の学校への調査及

び集計を依頼した。

都立学校については、TAIMS（庁内 LAN）にて各学校に調査を依頼し、回

収した。

＊留意点

・ 義務教育学校前期課程については「小学校」欄に、義務教育学校後期課程につい

ては「中学校」欄に集計した。

・ 中等教育学校前期課程については「中学校」欄に、中等教育学校後期課程につい

ては「高等学校」欄に集計した。

・ 本文中の高等学校の数字は、全日制の数字のみ記載した。

参考

○平成２８年度学校保健統計調査（文部科学省） （全国のデータ）

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa05/hoken/1268826.htm

○学校保健統計調査報告（東京都総務局） （東京都のデータ）

http://www.toukei.metro.tokyo.jp/ghoken/gh-index.htm

○東京都の学校保健統計調査（東京都教育委員会） （都内公立学校のデータ） 
http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/gakumu/kenkou/karada/shcp.html
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小学校(部） 中学校(部） 中等(後期） 高等学校（部）

1 1在籍者数 平成28年5月1日現在の学年別在籍者数 全員 全員 全員 全員

2 2受診者数 各学年ごとの定期健康診断受診者数（次の 3栄養状態､4脊柱
胸郭､9皮膚疾患､13その他の各項目を全て受診した者） 全員 全員 全員 全員

3 3栄養状態 (1)栄養不良 学校医により栄養不良で特に注意を要すると判定された者 全員 全員 全員 全員

4 (2)肥満傾向 学校医により肥満傾向で特に注意を要すると判定された者 全員 全員 全員 全員

5 4脊柱胸郭 (1)脊柱側わん症・脊柱異常 脊柱側わん症、脊柱側わんなど脊柱の異常と判定された者 全員 全員 全員 全員

6 四肢異常 (2)胸郭異常 胸郭異常と判定された者 全員 全員 全員 全員

7 (3)四肢異常 四肢異常と判定された者 全員 全員 全員 全員

8 5視力 裸眼
視力

裸眼視力を測定した者の数。次の(1)～(4)及び「眼鏡・コンタクト
装用者」は裸眼視力を測定した者のみが対象。左右それぞれ
の測定値の低い方

全員 全員 全員 全員

9 (1)1.0以上 低い方の視力が1.0以上と判定された者 全員 全員 全員 全員

10 (2)1.0未満0.7以上 低い方の視力が0.9から0.7と判定された者 全員 全員 全員 全員

11 (3)0.7未満0.3以上 低い方の視力が0.6から0.3と判定された者 全員 全員 全員 全員

12 (4)0.3未満 低い方の視力が0.2以下と判定された者 全員 全員 全員 全員

13 裸眼視力測定者のうち、眼鏡やコンタクトレンズで視力矯正をし
ている者 全員 全員 全員 全員

14 眼鏡やコンタクトレンズで視力矯正をしているため、裸眼視力を
測定できず、矯正視力のみ測定した者 全員 全員 全員 全員

15 6眼疾患 受診者 全員 全員 全員 全員

16 (1)感染性眼疾患 ろほう性結膜炎、流行性角結膜炎等の感染性眼疾患と判定さ
れた者 全員 全員 全員 全員

17 (2)アレルギー性眼疾患 ここ１年以内に、アレルギー性結膜炎、春季カタル、花粉症など
のアレルギー性の眼疾患と判定された者 全員 全員 全員 全員

18 (3)その他の眼疾患 感染性眼疾患、アレルギー性眼疾患以外の眼疾患・異常のあ
る者。疑似トラコーマ、麦粒腫（ものもらい）、眼炎、斜視、睫毛
内反（さかさまつげ）、先天性の色素不足による金銀眼、片目失
明などの疾患・異常と判定された者。また視力低下の原因とな
る疾患・異常（例えば網膜色素変性、緑内障）を含むが、近視、
遠視、乱視などの屈折異常は除く。

全員 全員 全員 全員

19 7聴力 受診者

1～3年と
5年

1年と3年 4・6年

高等学校1・3年、専
攻科2年と
特別支援学校1・3
年、専攻科2・3年

20 難聴 オージオメーターを使用して検査をした場合、両耳とも1,000ヘ
ルツにおいて30デシベル又は4,000ヘルツにおいて25デシベ
ル相当の音が聴取できない者 1～3年と

5年
1年と3年 4・6年

高等学校1・3年、専
攻科2年と
特別支援学校1・3
年、専攻科2・3年

21 受診者 全員 全員 全員 全員

22 (1)耳疾患 難聴以外の耳疾患・異常の者。例えば急性又は慢性中耳炎、
内耳炎、外耳炎、メニエール病、耳介の欠損、耳垢栓塞等の疾
患・異常と判定された者

全員 全員 全員 全員

23 (2)ア　アレルギー性鼻疾患 ここ１年以内に、アレルギー性鼻炎、花粉症などの鼻のアレル
ギー性疾患と判定された者 全員 全員 全員 全員

24 　イ　その他の鼻・副鼻腔疾患 鼻アレルギー以外の鼻・副鼻腔疾患・異常の者。例えば慢性副
鼻腔炎（蓄膿症）、慢性的症状の鼻炎、鼻ポリープ、鼻中隔わ
ん曲等。 ただし、感冒による一時的な鼻炎等の疾患・異常と判
定された者は除く。

全員 全員 全員 全員

25 (3)口腔咽喉頭疾患 アデノイド、扁桃肥大、咽頭炎、喉頭炎、扁桃炎、音声言語異
常などの疾患・異常と判定された者。ただし、感冒による一時的
な咽頭炎などの疾患・異常と判定された者は除く。

全員 全員 全員 全員

調　査　内　容項　　　目

平成28年度　定期健康診断疾病異常調査における調査項目

8耳鼻咽
喉科疾患

№

裸眼視力測定者
　　　　(1)～(4)の合計

眼鏡・コンタクト装用のため矯
正視力のみ測定者

(1)～(4)のうち、眼鏡・コン
タクト装用者

調　査　対　象　者

この４項目
の合計が
「裸眼視力
測定者」
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小学校(部） 中学校(部） 中等(後期） 高等学校（部）
調　査　内　容項　　　目

平成28年度　定期健康診断疾病異常調査における調査項目

№
調　査　対　象　者

26 9皮膚疾患 (1)感染性皮膚疾患 白癬、疥癬、その他の感染性皮膚疾患と判定された者 全員 全員 全員 全員

27 (2)アレルギー性皮膚疾患 ここ１年以内に、じん麻疹やアトピー性皮膚炎などと判定された
者 全員 全員 全員 全員

28 10結核 受診者 小学校(部）及び中学校(部）は問診及び学校医による診察、中
等教育学校(後期）及び高等学校(部）はエックス線検査を受け
た者の数

全員 全員 4年のみ １年のみ

29 (1)結核患者 結核患者と判定された者。個人的に医師の診察を受けて結核と
診断された者を含む。初感染結核を除く。 全員 全員 全員 全員

30 (2)精密検査対象者 結核検診の結果、ツベルクリン反応検査、エックス線撮影などの
精密検査の対象となった者 全員 全員 4年のみ １年のみ

31 11心臓 受診者（心電図検査） 心電図検査の受診者数
１年のみ １年のみ 4年のみ １年のみ

32 (1)心臓疾患 心膜炎、心包炎、心内膜炎、弁膜症、狭心症、心臓肥大、その
他の心臓疾患・異常の者。心電図異常のみの者は含まない。 全員 全員 全員 全員

33 (2)心電図異常 心電図検査の結果で二次検診の対象となった者
１年のみ １年のみ 4年のみ １年のみ

34 12検尿 受診者 全員 全員 全員 全員

35 (1)尿蛋白検出 第一次検査の結果、尿蛋白が検出された者（判定が陽性（＋）
以上） 全員 全員 全員 全員

36 (2)尿糖検出 第一次検査の結果、尿糖が検出された者（判定が陽性（＋）以
上） 全員 全員 全員 全員

37 13その他 (1)気管支喘息 ここ１年以内に、気管支喘息と判定された、又は医療機関で経
過観察管理中の者 全員 全員 全員 全員

38 (2)腎臓疾患 急性及び慢性腎炎、ネフローゼ症候群などの腎疾患と判定され
た者 全員 全員 全員 全員

39 この調査のいずれの項目にも該当しない疾病・異常

40 14歯科 (1)歯科受診者 歯及び口腔の検査を受けた者の数 全員 全員 全員 全員

41 ア　処置完了
者

乳歯又は永久歯にう歯（ＣＯは入れない。）がある者のうち、全
部のう歯の処置が完了している者 全員 全員 全員 全員

42 イ　未処置歯
のある者

乳歯又は永久歯にう歯（ＣＯは入れない。）がある者のうち、処
置が完了していない歯が１本以上ある者 全員 全員 全員 全員

43 永久歯のう歯について、処置が完了している者及び処置が完
了していない歯が１本以上ある者 全員 全員

44 乳歯又は永久歯に要観察歯（ＣＯ）が１本以上ある者
全員 全員 全員 全員

45 (3)歯肉 ア　歯周疾患 「歯肉の状態」が２と判定された者 全員 全員 全員 全員

46 の状態 イ　歯周疾患要観察者 「歯肉の状態」が１と判定された者 全員 全員 全員 全員

47 (4)歯列・咬合の異常 「歯列・咬合」が２と判定された者 全員 全員 全員 全員

48 (5)顎関節の異常 「顎関節」が２と判定された者 全員 全員 全員 全員

49 「その他の疾病及び異常」欄に記載のある者
全員 全員 全員 全員

50 ア　未処置歯
数（Ｄ）

未処置歯の数
6年のみ 1年のみ

51 イ　う歯による
喪失歯数(M)

う歯が原因で脱落したり、抜去した永久歯の本数。外傷や矯正
治療のため抜歯した歯及び抜歯理由や欠損の原因が不明のも
のは対象としない。

6年のみ 1年のみ

52 ウ　処置歯数
（Ｆ)

処置歯の数
6年のみ 1年のみ

(7)永久歯の
う歯の内容

エ　乳歯又は永久歯に
要観察歯のある者

(6)その他の歯・口腔の疾病・異
常

ウ　永久歯のう歯経験
者

(2)う
歯・要
観察歯

特別支援学校以外全員

乳歯
又は永
久歯の
う歯

(3)その他の疾病・異常
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1 受診者数（図 1） 

図 1 定期健康診断の学年別受診者数 
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学校における児童・生徒等の健康診断の検査実施項目は、学校保健安全法施行規則により学年ごと

に定められていることから、本調査の結果集計も学年別としている。

対象とする公立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校、高等学校及び特別支援学校の本

年度の全在籍者数は、954,797 人であり、定期健康診断の受診者数は 943,519 人、受診率は 98.8%であ

った。

この章では、公立の小学校・中学校・義務教育学校・中等教育学校及び高等学校(全日制第 1 学年か

ら第 3 学年まで)の児童・生徒の定期健康診断疾病異常調査の結果について、肥満傾向、裸眼視力、ア

レルギー性疾患及び歯科疾患を中心に概要を示す。

ここで概要を示す定期健康診断受診者数は、男子 473,580 人、女子 447,028 人、総数 920,608 人で、

学校種別では公立小学校が 564,349 人、公立中学校が 229,182 人、公立高等学校が 127,077 人である。

学年別、男女別の受診者数を図 1 に示す。 

なお、肥満傾向、裸眼視力及び歯科疾患における年次推移に示す数値は、各年度の「東京都の学校

保健統計書」から引用している。
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2 肥満傾向について 

(1) 学年別・男女別割合 （図 2） 
「肥満傾向」の者（学校医により肥満傾向で特に注意を要すると判定された者）の割合は、小学校

第 1 学年男子 0.60％（前年度より 0.11 ポイント減）、女子 0.52%（前年度より 0.02 ポイント増）であ

る。以降、小学校第 6 学年に至るまでほぼ増加しており、特に男子においてその傾向は顕著に認めら

れる。また、全ての学年において男子の「肥満傾向」が女子の割合より高くなっている。  

(2) 地域比較（図 3-1、3-2） 
小学校と中学校の「肥満傾向」の割合を、区部と市部の地域別にみると、男子は全学年、女子は

小学校第 1・2・3・5 学年以外の学年において、区部が市部より高い傾向が認められる。 
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図 2 肥満傾向の学年別割合 

図 3-2 肥満傾向の地域比較（女子） 図 3-1 肥満傾向の地域比較（男子）
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(3) 年次推移 （図 4-1、4-2、表 1） 
小学校第 4 学年、中学校第 1 学年及び高等学校第 1 学年について、平成 8 年度から本年度までの 

「肥満傾向」の年次推移を男女別に示す。全般的に減少傾向にあるが、小・中学校については、平成

18 年度調査から肥満傾向児の算出方法を変更した地区が一部あったため、平成 17 年度までの数値

と比較する場合は注意を要する。

（参考）

東京都の定期的健康診断疾病異常調査における肥満傾向児とは、学校医により肥満傾向で特に注意を要すると判

断された者である。性別・年齢別体重・身長から算出する肥満度を用いた傾向を見る場合には、東京都総務局によ

る「学校保健統計調査報告」を参照のこと。

表 1 肥満傾向の年次推移 

（注）太字は過去最高値である。

0

1

2

3

4

5

6

7

8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28

割
合(

%)

年度(平成)

小4 中1 高1

0

1

2

3

4

5

6

7

8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28

割
合(

%)

年度(平成)

小4 中1 高1

年度

(平成) 小4 中1 高1 小4 中1 高1

8 5.3 3.8 1.8 3.9 2.7 1.0

9 5.5 4.1 1.7 3.6 2.7 1.1

10 5.9 4 .2 1.6 4 .0 3.0 1.2

11 6 .0 4.0 2.1 3.9 3 .1 1.2

12 5.8 4.0 2.1 3.9 2.9 1.4

13 5.8 4.0 1.9 3.7 2.6 1.4

14 5.6 3.9 2 .3 3.7 3.0 1 .7

15 5.1 3.8 2.2 3.4 3 .1 1 .7

16 4.8 3.7 1.9 3.0 2.4 1.4

17 4.8 3.9 2.2 3.0 2.5 1.3

18 3.6 2.8 2.0 2.1 1.7 1.5

19 3.6 2.9 1.9 2.2 1.7 1.3

20 3.5 2.6 1.9 2.2 1.7 1.2

21 2.8 2.3 1.6 1.8 1.3 0.9

22 2.5 2.0 1.2 1.6 1.2 0.7

23 2.2 2.0 0.7 1.5 1.1 0.2

24 2.1 1.7 0.8 1.3 0.9 0.3

25 2.2 1.5 0.6 1.4 1.0 0.3

26 2.0 1.4 0.5 1.2 0.8 0.2

27 2.0 1.3 0.4 1.2 0.8 0.2

28 1.9 1.3 0.4 1.2 0.8 0.1

男子 女子

図 4-1 肥満傾向の年次推移（男子） 図 4-2 肥満傾向の年次推移（女子） 
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3 裸眼視力について 

(1) 裸眼視力の学年別内訳 （図 5-1、5-2） 
近年コンタクトレンズの使用などにより裸眼視力を測定していない者が増加しているため、平成 

14 年度から「眼鏡やコンタクトレンズで視力矯正をしているため裸眼視力を測定できず、矯正視力

のみ測定した者」の数も調査し、それを含めた視力の割合を算出した。裸眼視力 1.0 以上の者の割合

は、男女いずれも小学校第 1 学年において最も高く、それ以降学年が進むにつれて低下傾向である。 
なお、男女いずれも高等学校では、学年による差はわずかである。

また、「眼鏡やコンタクトレンズで視力矯正をしているため裸眼視力を測定できず、矯正視力のみ

測定した者」は、学年が進むにつれて増加し、男女ともに高等学校第 3 学年において最も高い割合と

なっている。

(2) 裸眼視力 1.0 未満の学年別・男女別割合 （図 6） 
裸眼視力 1.0 未満の者の割合（視力矯正をしているため矯正視力のみ測定した者を含む。）を男女別

にみると、全ての学年において女子の方が男子より高くなっている。
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図 5-2 裸眼視力の学年別内訳（女子）子) 

図 6 裸眼視力 1.0 未満及び「矯正視力のみ測定者」の学年別割合 

図 5-1 裸眼視力の学年別内訳（男子） 
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(3) 裸眼視力 1.0 未満の割合の地域比較 （図 7-1、7-2） 
小学校と中学校における裸眼視力 1.0 未満の者の割合（視力矯正をしているため矯正視力のみ測

定した者を含む。）を、区部と市部の地域別にみると、男女ともに全ての学年で区部が市部より高く

なっている。

(4) 裸眼視力 1.0 未満の割合の年次推移 （図 8-1、8-2、表 2） 
小学校第 4 学年、中学校第 1 学年及び高等学校第 1 学年について、裸眼視力を測定した者の中で 

の裸眼視力 1.0 未満の者の割合の年次推移を男女別に示す。裸眼視力 1.0 未満の者の割合は、男子に 
比べ、女子の方が高くなっている。平成 14 年度からは、視力矯正をしているため矯正視力のみ測定 
した者を含む裸眼視力 1.0 未満の者の割合を示した。 

図 8-1 裸眼視力 1.0 未満の年次推移（男子） 図 8-2 裸眼視力 1.0 未満の年次推移（女子） 
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図 7-1 裸眼視力 1.0 未満及び「矯正視力のみ 
測定者」の学年別割合（男子）

図 7-2 裸眼視力 1.0 未満及び「矯正視力のみ 
測定者」の学年別割合（女子）
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表 2 裸眼視力 1.0 未満の年次推移（%） 

(注 1)  平成 14 年度から本年度の上段は、裸眼視力を測定した者の中での裸眼視力 1.0 
未満の者の割合、下段の数値は、コンタクトレンズ等装用などのため裸眼視力を

測定していない者も含んだ割合である。

(注 2)  太字は上段（平成 8 年度から 28 年度まで）、下段（平成 14 年度から 28 年度ま 
で）それぞれの過去最高値である。

小4 中1 高1 小4 中1 高1

8 27.9 46.1 61.9 34.1 54.3 67.5

9 28.8 45.6 62.1 35.0 53.6 67.3

10 28.6 45.8 62.8 34.9 52.9 67.5

11 27.7 45.6 61.2 34.9 53.0 65.1

12 27.1 44.8 62.2 34.4 53.2 66.7

13 27.0 44.2 61.4 33.7 52.5 65.1

27.0 44.2 61.4 33.4 51.4 64.5

27.7 45.9 66.9 34.1 53.3 72.7

27.8 44.2 59.1 33.5 52.0 63.3

28.7 45.9 65.5 34.5 54.2 71.9

28.5 43.9 59.5 34.8 52.4 63.4

29.4 45.7 66.2 35.9 54.8 72.1

28.8 45.0 59.6 35.6 53.8 64.0

29.6 46.8 66.4 36.7 56.0 73.9

29.7 46.0 61.5 37.2 55.4 66.3

30.7 48.1 68.3 38.3 58.0 75.4

31.2 46.8 61.1 38.3 56.0 65.3

32.3 49.0 68.7 39.6 58.6 75.0

31.9 46.4 62.1 39.7 56.1 67.4

33.1 48.7 69.1 41.2 59.0 76.4

33.1 47.2 61.3 40.8 56.6 65.9

34.6 49.7 68.9 42.4 59.6 75.9

33.2 47.5 62.4 41.1 57.1 67.5

34.8 50.2 70.0 43.0 60.3 77.2

33.0 46.9 61.7 41.1 57.0 66.2

34.9 49.7 69.7 43.1 60.6 76.9

33.1 46.7 61.4 40.7 56.9 64.8

34.9 50.0 69.7 42.9 60.6 76.4

32.6 45.6 61.3 40.3 56.2 64.8

34.6 49.1 70.2 42.7 60.4 76.9

32.2 45.6 60.6 40.4 55.7 63.7

34.4 49.1 70.0 42.8 59.9 76.5

32.2 46.1 61.1 40.3 55.3 64.3

34.4 49.7 70.5 42.7 59.9 77.1

32.9 46.8 63.2 41.1 55.8 66.2

35.3 51.2 72.9 43.9 61.0 79.3
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4 アレルギー性疾患について 

アレルギー性疾患については、平成 7 年度からアレルギー性皮膚疾患及び気管支ぜん息の調査、 
平成 10 年度からアレルギー性眼疾患及びアレルギー性鼻疾患の調査を開始した。各疾患については、

ここ 1 年以内にその疾患と判定された者、又は医療機関で経過観察中の者を、学校医の判定に加え保

健調査や日常の健康観察により把握している。

(1) アレルギー性皮膚疾患 （図 9-1） 
アレルギー性皮膚疾患は、アトピー性皮膚炎、じんましん等で、その割合は、男子は小学校第 5 学

年、女子は小学校第 2 学年で最も高くなっている。全ての学年で男子の割合が女子より高くなってい

る。

(2) 気管支ぜん息 （図 9-2） 
気管支ぜん息の割合は、小学校第 1 学年から中学校第 3 学年まで男子は 6％前後、女子は 4％前後で

ある。高等学校ではやや低い割合となってはいるが、学年による大きな差異は認められない。全ての

学年で男子の割合が女子より高くなっている。
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図 9-1 アレルギー性皮膚疾患の学年別割合 

図 9-2 気管支ぜん息の学年別割合 
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(3) アレルギー性眼疾患 （図 9-3） 
アレルギー性眼疾患は、アレルギー性結膜炎、春季カタル、花粉症等で、全ての学年で男子の割合

の方が女子より高くなっている。高等学校では割合が低下しているが、学年による大きな差異は認め

られない。

(4) アレルギー性鼻疾患 （図 9-4、図 10） 
アレルギー性鼻疾患は、アレルギー性鼻炎、花粉症等で、全ての学年で男子の割合が女子より高く

なっており、その傾向は小学生と中学生において顕著である。

また、図 10 に示すように、アレルギー性鼻疾患が特に中学生において割合が高くなっているのに対

し、その他の各耳鼻咽喉科疾患の割合は学年が進むに従って低下傾向にある。
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図 9-3 アレルギー性眼疾患の学年別割合 

図 9-4 アレルギー性鼻疾患の学年別割合 
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図 10 耳鼻咽喉科疾患の学年別割合 

(5) 地域比較 （図 11-1-1～11-4-2） 
アレルギー性皮膚疾患、眼疾患及び鼻疾患は、男女ともに、ほぼ区部に比べ市部で被患率が高い。

図 11-1-1 アレルギー性皮膚疾患の地域比較（男子）  図 11-1-2 アレルギー性皮膚疾患の地域比較（女子） 
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図 11-2-1 気管支ぜん息の地域比較（男子）   図 11-2-2 気管支ぜん息の地域比較（女子） 

図 11-3-1 アレルギー性眼疾患の地域比較（男子）    図 11-3-2 アレルギー性眼疾患の地域比較（女子）  

図 11-4-1 アレルギー性鼻疾患の地域比較（男子）      図 11-4-2 アレルギー性鼻疾患の地域比較（女子） 
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5 歯科疾患について 

(1) むし歯（う歯）について 
ア むし歯(う歯)被患率について (表 3、図 12、図 13、図 14) 

むし歯（う歯）被患率とは、むし歯（治療済みのむし歯を含む。） のある者の割合である。本年

小学校及び中学校における、永久歯のむし歯（う歯）のある者の率も、年々減少している。また、

むし歯（う歯）被患率を年齢別にみると、17 歳（高等学校第 3 年）が 55.0%と最も高くなっている。

また、7 歳（小学校第 2 学年）以降、処置完了者の割合は、未処置歯のある者の割合を上回ってい

る。

なお、むし歯（う歯）被患率は永久歯だけでなく、乳歯も合わせて集計している。図 13 にて 11 
歳の段階で被患率が減少するのは、乳歯から永久歯への生え変わりの影響によるものと考えられる。

また、小学校の地域別のむし歯（う歯）被患率を図 14 に、中学校の地域別のむし歯（う歯）被患率

を図 15 にそれぞれ示す。 

表 3 むし歯（う歯）被患率の年次推移 

年度

(平成)
合

計

男

子

女

子

合

計

男

子

女

子

合

計

男

子

女

子

8 81.93 81.78 82.09 83.72 81.51 86.23 89.98 88.87 91.20

9 80.21 80.13 80.30 82.60 80.52 84.95 88.82 87.42 90.32

10 77.94 78.06 77.81 81.07 78.94 83.45 88.46 86.97 90.03

11 75.68 75.79 75.57 79.04 76.74 81.59 86.86 84.82 88.97

12 72.59 72.89 72.26 75.18 72.56 78.11 83.38 81.57 85.24

13 70.01 70.59 69.40 72.13 69.37 75.18 82.62 80.78 84.46

14 68.26 68.79 67.70 69.28 67.16 71.61 80.44 79.00 81.87

15 66.32 67.06 65.54 65.48 62.93 68.29 78.75 76.35 81.12

16 64.30 65.00 63.55 63.51 61.17 66.09 74.76 73.01 76.50

17 62.74 63.61 61.81 61.24 58.78 63.96 73.25 70.61 75.87

18 61.07 62.12 59.94 59.22 56.90 61.79 69.26 66.54 71.92

19 59.48 60.81 58.06 56.94 54.55 59.58 66.41 64.30 68.45

20 57.28 58.74 55.73 54.68 52.15 57.48 63.87 61.47 66.25

21 55.31 56.69 53.83 52.31 49.95 54.92 61.19 59.23 63.11

22 52.59 54.04 51.05 49.92 47.39 52.70 60.02 57.54 62.44

23 51.17 52.55 49.70 48.24 46.01 50.70 58.67 56.44 60.83

24 49.31 50.61 47.91 45.82 43.99 47.84 57.93 55.66 60.11

25 47.86 49.27 46.36 43.07 41.19 45.14 55.31 53.12 57.43

26 45.81 47.06 44.47 40.69 38.80 42.76 53.68 51.37 55.94

27 44.06 45.52 42.50 39.03 37.16 41.07 51.12 49.13 53.07

28 42.36 43.98 40.63 49.29 47.34 51.21

小学校 中学校 高等学校

 度のむし歯被患率は、小学校 42.4 ％、中学校 37.7 ％、高等学校 49.3％であり、経年的には減少傾向

が続いている。

37.70 35.92 39.63

19



図 12 むし歯（う歯）被患率の年次推移 
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イ 小学校第 6 学年児童、中学校第 1 学年生徒の永久歯の一人平均むし歯（う歯）経験歯数（DMFT 指

数）について（表 4、図 16-1、16-2、図 17） 
DMFT 指数の年次推移を表 4 及び図 16-1、16-2 に示す。本年度の小学校第 6 学年児童（11 歳）及び

中学校第 1 学年生徒（12 歳）の DMFT 指数の都平均は、それぞれ 0.49、0.80 となっている。小学校第

6 学年、中学校第 1 学年、いずれにおいても減少傾向が続いている。 
DMFT 指数は、小学校第 6 学年、中学校第 1 学年、いずれにおいても、男子より女子の方が高くな

っている。また、地域別の DMFT 指数（中学校第 1 学年）を図 17 に示す。 

表 4 永久歯の DMFT 指数の年次推移（小学校第 6 学年、中学校第 1 学年） 

  

図 16-1 DMFT 指数の年次推移（小学校第 6 学年）  図 16-2 DMFT 指数の年次推移（中学校第 1 学年） 

永久歯の一人平均う歯経験歯数（DMFT 指数）の算出方法 

DMFT 指数：永久歯のむし歯経験歯が一人当たり何本あるかを示す。 

D…decayed：永久歯のむし歯で未処置の歯 

M…missing because of decayed：むし歯が原因で失った永久歯 

F…filled：永久歯のむし歯で処置を完了した歯 

（T は Teeth－歯－の略） 

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

1 .69 1 .57 1 .45 1 .29 1 .18 1 .12 1 .04 0 .97 0 .90 0 .85 0 .76 0 .72 0 .64 0 .61 0 .56 0 .54 0 .49
（M） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

処置歯数 （F） 1.27 1.16 1.07 0.94 0.82 0.77 0.72 0.65 0.62 0.58 0.52 0.50 0.43 0.41 0.38 0.36 0.32
未処置歯数 （D） 0.42 0.41 0.38 0.35 0.35 0.35 0.32 0.32 0.28 0.27 0.24 0.22 0.20 0.19 0.18 0.17 0.16

1 .54 1 .43 1 .34 1 .17 1 .07 1 .03 0 .96 0 .88 0 .81 0 .78 0 .70 0 .67 0 .58 0 .55 0 .51 0 .49 0 .44
（M） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

処置歯数 （F） 1.14 1.05 1.00 0.85 0.74 0.70 0.66 0.58 0.55 0.52 0.47 0.45 0.39 0.37 0.35 0.32 0.29
未処置歯数 （D） 0.40 0.38 0.34 0.32 0.32 0.33 0.30 0.30 0.26 0.26 0.23 0.22 0.19 0.18 0.16 0.16 0.15

1 .87 1 .59 1 .56 1 .42 1 .30 1 .22 1 .15 1 .07 0 .99 0 .93 0 .83 0 .79 0 .70 0 .67 0 .61 0 .59 0 .53
（M） 0.01 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

処置歯数 （F） 1.41 1.14 1.14 1.05 0.91 0.84 0.80 0.72 0.69 0.64 0.58 0.55 0.48 0.46 0.42 0.40 0.36
未処置歯数 （D） 0.45 0.45 0.42 0.37 0.38 0.38 0.35 0.35 0.30 0.29 0.25 0.23 0.22 0.20 0.19 0.19 0.17

2 .40 2 .21 2 .04 1 .89 1 .75 1 .65 1 .56 1 .47 1 .33 1 .26 1 .19 1 .11 1 .03 0 .93 0 .88 0 .82 0 .80
（M） 0.02 0.02 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

処置歯数 （F） 1.73 1.57 1.43 1.31 1.17 1.09 1.01 0.94 0.86 0.82 0.77 0.74 0.68 0.61 0.58 0.54 0.52
未処置歯数 （D） 0.65 0.62 0.60 0.57 0.56 0.55 0.54 0.52 0.46 0.43 0.41 0.37 0.34 0.31 0.29 0.27 0.27

2 .16 2 .01 1 .87 1 .71 1 .59 1 .49 1 .42 1 .33 1 .20 1 .13 1 .06 1 .00 0 .94 0 .85 0 .80 0 .74 0 .73
（M） 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

処置歯数 （F） 1.54 1.40 1.29 1.16 1.06 0.97 0.90 0.84 0.76 0.72 0.67 0.66 0.61 0.55 0.52 0.48 0.47
未処置歯数 （D） 0.61 0.59 0.57 0.54 0.52 0.51 0.51 0.48 0.43 0.40 0.38 0.34 0.32 0.29 0.27 0.25 0.25

2 .65 2 .43 2 .24 2 .09 1 .90 1 .84 1 .72 1 .63 1 .47 1 .40 1 .33 1 .24 1 .13 1 .01 0 .97 0 .90 0 .87
（M） 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

処置歯数 （F） 1.94 1.75 1.58 1.47 1.28 1.23 1.13 1.06 0.97 0.93 0.88 0.83 0.76 0.68 0.65 0.60 0.57
未処置歯数 （D） 0.69 0.66 0.64 0.60 0.59 0.60 0.58 0.56 0.49 0.46 0.45 0.40 0.35 0.32 0.31 0.29 0.29
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(2) 歯肉の状態について（図 18） 
歯肉の状態を学年別にみると、歯周疾患及び歯周疾患要観察者の割合は学年が進むに従って

高くなっている。

図 18 学年別歯肉の状態 
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6 その他の疾病異常等について （図 19-1～19-7） 

「栄養不良」、「脊柱側わん症・脊柱異常」、検尿による「尿蛋白検出」、「尿糖検出」、「心臓疾患・異

常」及び「腎臓疾患」について、学年別男女別の被患率を示す。

「栄養不良」、「四肢異常」、「尿糖検出」、「腎臓疾患」の割合は、全ての学年において 1%以下であ

る。「四肢異常」は、平成 28 年度から調査を開始した。 
「脊柱側わん症・脊柱異常」は、小学校第 5 学年以上は男子に比べ女子が高く、小学校第 6 学年以

上の女子では、1％を超えている。 
「尿蛋白検出」の割合は中学校第 2 学年以上で女子に比べ男子が高く、中学校第 2 学年以上の男子

は 2％を超えている。 

図 19-1 栄養不良の学年別割合 図 19-2 脊柱側わん症・脊柱異常の学年別割合 

図 19-3 四肢異常の学年別割合 図 19-4 尿蛋白検出の学年別割合 
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図 19-5 尿糖検出の学年別割合 図 19-6 心臓疾患・異常の学年別割合 
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図 19-7 腎臓疾患の学年別割合 

7 主な疾患・異常等の被患率 （図 20）

「視力 0.3 未満」、「アレルギー性疾患」、「心臓の疾病・異常」、「尿蛋白検出」、「尿糖検出」及び 
「歯科疾患」について、学年別被患率を下に示す。

図 20 主な疾患・異常等の学年別割合 
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